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○協働による取り組みが必要とされてい
る理由
(少子高齢化･人口の減少･生活スタイル
の変化･市民ニーズの多様化･地域力の
低下･地方分権の進展)

○総合計画や市民憲章に基づき､最終的
にどんな姿であることを目指すのか→市
民や企業参画のまちづくり
○新しい公共について

 

第1章
指針策定の目的

1-1   社会的背景(必要性)

1-2    協働で目指すもの

～考えるときに～
●基礎自治体としての視点→自治を進める上での自治の保障
小城市の背景等

大項目 小項目



○協働の定義(佐賀県では･･･異種･異質の
組織が共通の社会的な目的を果たすために､そ
れぞれの資源や特性を持ち寄り対等な立場で協

力して共に働くこと)

○協働の領域･形態
○自助･共助･公助の補完性の原則
○男女共同参画
○企業等の地域貢献
○市民とは
○行政とは
○コミュニティとは
○ボランティアとは
○CSOとは
○志縁組織･地縁組織とは
○自治会とは

～考えるときに～
●“協働”という言葉を使っていいのか?→小城市流の定義づけ?
●男女共同参画は､人権問題からの法である｡社会的弱者のみでなく､健常者と協働していくことがないと
いけない｡

第2章
協働の基本的な

考え方

2-1    協働とは

2-2    協働の入口で理
解しておくべきこと



○情報の共有化
○各々例示する｡(意識と行動の現状)

○各々の個別課題(組織体制や財源
等)

第3章
現状と課題

3-1    現状

3-2    課題



○情報の共有化
○情報公開(市民に知らせる)
○相互の関係
○誰がやればうまくいくのか?(地縁･
志縁･企業の関係､地域自治)
○情報公開
○情報の共有化      行政自身(内部)
と協働の相手に対して
○役割を与える
○第3章市民及び団体等の現状と課
題に対する各々の姿勢と役割    (継
続的な組織運営のあり方､財源､評
価)

～考えるときに～
●職員の意識改革を促すことができるように示す｡

第4章
協働を進めるた

めに

4-1     協働のルール

4-2     行政の姿勢と役割

4-3     市民の姿勢と役割



○地方分権の推進
○市民からのまちづくりのルールと
役割
○真の住民自治の実現(市民にも有
益である｡)

第5章
更なる小城市の
未来に向けて

5-1  自治基本条例の制定



第    章

第    章

第    章

第    章



資料編

○各課との連携
○担当部署の認識

○手順の具体例(イラスト･マンガ)
○気づかせる

○手順の具体例(イラスト･マンガ)  指針のダイジェスト版

具体的取り組み事例(おぎし協働読本掲載)

各種計画から見えてくる協働





 


